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岐阜大学教育学部附属小中学校

 「どう生きる科」で酪農を考える

　私も昨年、初めてオンライン酪農体験を行いました。昨年オンラインで開催された「酪農教育

ファーム実践研究集会」で東京都の中学校の先生と出会い、オンラインで北海道の牧場を見せてほ

しいと依頼されたのがきっかけです。コロナ禍で普段通りの活動ができない中、お互いに何とかして

酪農を子どもたちに伝えよう、そのためには何でもやってみようという気持ちでした。 Zoomを使って

スマホで映しながら、牧場の様子、牛の一生などを伝え、最後にみんなで事前に学校に送っておい

た牛乳を飲みました。普段、牧場に子どもたちを受け入れている通りにやったので、難しくはありま

せんでした。 牧場のにおいや牛のあたたかさなど、牧場でしか分からないことは当然あります。しか

し、オンラインなら北海道と東京という遠い場所でも気軽につながることができます。画面越しでし

たが、子どもたちの元気な反応を見てやりがいをもらい、チャレンジしてよかったなと思いました。

酪農教育ファーム活動Q＆A

学校と酪農家がお互いに 
酪農を子どもたちに伝えようとする意志が大切です。 

コロナ禍で牧場にきてもらうのが難しい状況です。
オンライン体験に一歩ふみだしてみたいのですが、敷居が高く感じてしまいます。
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ミルクジャパンオリジナルグッズをプレゼント！

アンケートにご回答頂いた方に抽選で、

今回の感動通信について、ぜひご意見をお聞かせください。
今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。
※回答時間の目安は2分程度です。
※お預かりしたお客様の個人情報はプレゼントの送付のみに利用致します。
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牛 に つ い て 沢 山 調 べ た よ！！

「牛について沢山調べたよ！！」

face to face

酪農学園大学  村田先生の安全・衛生・防疫講座

初のオンライン開催！

vol. 2  感染症の伝播経路を遮断しよう

令和3年度酪農教育ファーム
スキルアップ研修会
（9月7日レポート）

岐阜大学教育学部附属小中学校

 「どう生きる科」で酪農を考える

持続可能な食を支える
食育の推進
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令和3年度  食育月間セミナー オンラインで開催
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岐阜大学教育学部附属小中学校の5年1組の子どもたちは、授業の調べ学習で乳牛について
調べ壁新聞にまとめました。そして、それを基に大井牧場に学びを深めにいきました。

本物の乳牛を目の前にした子どもたちは、どんな感想を抱いたのでしょう。
※詳細はP4から

牛の
いのちについて
考えたんだね！

牛乳が
できるまでと、

乳牛の種類について
まとめたんだね

最後に
自分の考えを
書いているよ！

酪農体験前の調べ学習

酪農体験前の調べ学習

「新たな日常」でも実践！
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岐
阜
大
学
教
育
学
部
附
属
小
中
学

校
（
古
賀 

英
一
統
括
校
長
、
児
童
生
徒

数
1
0
0
8
人
）
は
、
岐
阜
大
学
教
育

学
部
附
属
小
学
校
と
中
学
校
を
前
身
と

し
て
、
令
和
2
年
4
月
に
、
小
中
が
一

体
と
な
っ
た
9
年
間
の
義
務
教
育
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
や
学
び
の
発
達

の
特
徴
か
ら
、
１
年
生
か
ら
9
年
生
を

三
部
の
学
年
の
ま
と
ま
り
で
構
成
す
る

三
部
制
の
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
小

学
校
・
中
学
校
の
段
差
を
緩
や
か
に
し

て
、
学
校
の
す
べ
て
の
職
員
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
育
て
て
い
き
ま
す
。

    

「
ど
う
生
き
る
科
」
は
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
と
「
生
活
科
」「
道
徳
」

の
授
業
を
合
わ
せ
た
学
び
の
時
間
で
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
研
究
開
発
学
校
」

の
指
定
を
受
け
た
同
校
が
独
自
に
取
り

組
む
新
し
い
学
び
の
形
で
す
。
9
年
間

で
、
一
人
一
人
が
「
自
分
は
ど
う
生
き

る
か
」
を
問
い
続
け
、
自
己
実
現
に
必

要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

今
回
、
大
井
牧
場
を
訪
れ
た
5
年
生

は
、
6
月
に
近
隣
の
岐
阜
県
立
岐
阜
農

林
高
等
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
の
ち

を
考
え
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
牛
の
幸
せ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い

「どう生きる科」「どう生きる科」

少
し
ず
つ
近
付
い
て
い
く
と
、
み
な
友

達
と
話
す
こ
と
も
忘
れ
て
じ
っ
と
牛
を

見
つ
め
ま
す
。
無
言
で
牛
の
頭
を
撫
で

た
り
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
と
子
ど
も
た

ち
が
集
中
し
て
自
分
の
中
で
考
え
を
巡

ら
せ
て
い
る
よ
う
な
沈
黙
が
あ
り
ま
し

た
。

「
家
族
の
中
で
医
療
に
関
わ
る
仕
事
を

し
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
」。

　

大
井
さ
ん
の
質
問
に
10
人
程
の
子
ど

も
た
ち
の
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。「
牛
の

い
の
ち
は
人
間
と
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
牛
た
ち
が
く
れ
た
牛

乳
を
飲
み
、
最
終
的
に
は
お
肉
に
な
っ

た
牛
を
食
べ
ま
す
。
酪
農
家
は
『
い
の

ち
に
関
わ
る
仕
事
』
で
す
」。
子
ど
も

た
ち
は
大
井
さ
ん
の
言
葉
を
聞
く
と
持

っ
て
い
た
鉛
筆
で
す
ぐ
に
メ
モ
を
と
り

ま
す
。
持
っ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
は
「
探

検
グ
ッ
ズ
」
と
い
っ
て
課
外
活
動
の
時

に
常
に
持
ち
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学

校
に
帰
っ
た
後
、
メ
モ
を
見
な
が
ら
そ

の
日
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。
9

年
間
を
通
し
て
、「
ど
う
生
き
る
科
」
で

考
え
学
ん
だ
こ
と
は
、
一
冊
の
フ
ァ
イ

ル
に
収
納
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
自

身
で
考
え
た
こ
と
の
集
大
成
と
し
て
ま

と
め
上
げ
、
卒
業
す
る
頃
に
は
自
分
で

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
社

会
に
出
た
と
き
に
目
の
前
に
現
れ
た
問

題
を
解
決
す
る
力
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

目
標
で
す
。

う
先
生
の
問
い
か
け
を
ス
タ
ー
ト
に
、

子
ど
も
た
ち
と
高
校
生
が
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
、
い
の
ち
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。「
牛
が
か
わ
い
そ
う
」
か
ら
「
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」

へ
。
考
え
を
深
め
た
子
ど
も
た
ち
は
、

実
際
に
牛
に
触
れ
、
働
く
人
の
話
を
聞

い
て
み
よ
う
と
大
井
牧
場
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
井
牧
場
に
到
着
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
興
味
津
々
に
辺
り
を
見
回
し
な
が

ら
牛
舎
ま
で
の
道
の
り
を
歩
い
て
い
き

ま
す
。
衛
生
管
理
区
域
に
入
る
前
に
ブ

ー
ツ
カ
バ
ー
を
装
着
。「
牛
が
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
大
事
な
こ
と
で
す
」。

大
井
さ
ん
の
言
葉
に
子
ど
も
た
ち
は
、

靴
底
を
し
っ
か
り
消
毒
し
、
手
を
洗
い

ま
す
。

　

今
日
訪
れ
た
ク
ラ
ス
が
定
め
た
学
習

の
主
な
テ
ー
マ
は
「
食
品
ロ
ス
」。
牛

舎
の
横
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
大
量

の
ニ
ン
ジ
ン
を
見
つ
け
る
と
、「
牛
も
ニ

ン
ジ
ン
を
食
べ
る
ん
だ
ー
」「
残
り
も
の

を
食
べ
て
く
れ
て
る
ん
だ
ね
」
と
、
栄

養
教
諭
の
先
生
の
方
を
見
な
が
ら
声
が

出
ま
す
。
牛
舎
で
は
、
柵
か
ら
顔
を
出

す
牛
た
ち
を
見
る
と
、「
お
ー
っ
」
と
興

奮
し
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

コロナ禍で課外活動ができない状況が続く中、大井牧場（岐阜県）の協力により

令和3年7月に酪農体験を実施した岐阜大学教育学部附属小中学校。

同校独自の「どう生きる科」で、酪農を通して「いのち」「食品ロス」「働く人」を考えます。

「酪農家さんの思いを聞くことができて、考えが変わった」「食べ物をもっと大切にしようと思った」と子どもたち。

義
務
教
育
の
９
年
間
で

自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
探
求
す
る

酪
農
で「
働
く
人
」に
会
い
に

大
井
牧
場
へ

「「どど
・

うう
・

生生
・

きき
・

るる
・

科科
・

」」
で酪農を考える

牛舎に入る前に靴底の消毒。体験の前後にはしっかり手洗いも行います。

岐阜大学教育学部附属小中学校

牛は最後に
お肉になってしまうことを
知り残酷だなと思った。

その分、 最初は怖かったが、
エサをあげているうちに

触れることが
できるようになった。

　本校独自の「どう生きる科」では、教科を超え学校を飛び出して、主

体的に考え社会の課題を解決できる力を身につけていくことを目指して

います。今回大井牧場を訪問したクラスの担任、平光先生は、体験先を

探して各所にアポイントをとっていました。子どもたちが学ぶ楽しさや価

値を実感するためには、教師の仕掛けやアイディアが必要です。牛や働

く方々との触れ合いを通して、教科の授業では学べないことを学べたの

ではないかと思います。今後は、オンラインも活用しながら、実践的な

学びの場を設けていく予定です。

岐阜大学教育学部附属小中学校   古
こ

賀
が

 英
えい

一
いち

統括校長

自身で問い、考える力を身につけるために

校長先生の話

いのちに感謝をして
食事をしたい。

牛は想像していたより
大きくてびっくりした。

酪農体験後の
子どもたちの反応
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「
ど
う
生
き
る
科
」
の
学
習
で
は
、
変

革
の
多
い
時
代
に
、
よ
り
多
く
の
リ
ア

ル
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
働
く
人
の
思
い

や
生
き
方
、
価
値
観
を
知
り
、
そ
の
中

で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
も
っ
と
知

り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
学
び
ま
す
。

時
数
は
月
に
12
〜
15
時
間
と
っ
て
お
り
、

教
科
横
断
的
な
視
点
を
も
っ
て
各
教
科

で
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
取
り
入
れ

な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

5
年
生
で
は
、
導
入
に
「
牛
乳
」
を

用
い
ま
し
た
。
ど
う
生
き
る
科
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
い
の
ち
」「
働
く
人
」「
食
品

ロ
ス
」
に
関
連
付
け
ら
れ
る
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
の
う
ち
食
品
ロ
ス
は
5

年
生
か
ら
学
び
は
じ
め
る
テ
ー
マ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
対
話
を
し
て
い
く
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
大
き
く
「
い
の
ち
」

「
働
く
人
」「
食
品
ロ
ス
」
の
3
つ
の
視

点
に
分
け
、
そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
の
テ

ー
マ
に
対
し
て
さ
ら
に
考
え
進
め
て
い

き
ま
し
た
。

　

次
に
子
ど
も
た
ち
同
士
で
話
し
合
っ

て
、
自
分
自
身
で
は
答
え
を
出
せ
な
い

「
問
い
」
を
立
て
、
個
人
探
究
を
行
い

ま
し
た
（
上
図
）。
そ
の
「
問
い
」
に

対
し
て
、
合
計
7
時
間
く
ら
い
調
べ
学

習
を
し
ま
し
た
。
大
体
の
こ
と
は
本
や

子どもたちに体験をさせた子どもたちを受け入れた

トライ＆エラーを繰り返し
問題解決力を身につけてほしい!

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
解
決
し
ま
し
た
が
、

人
の
思
い
や
、
働
い
て
い
る
当
事
者
の

考
え
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
乳
牛
を
飼
養
す
る
農
業
高
校
で
あ

る
岐
阜
農
林
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
話
を
聞
く
時
間
を
つ
く
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
交
流
し
、
子
ど

も
た
ち
と
歳
の
近
い
生
徒
か
ら
「
経
済

動
物
」
で
あ
る
牛
に
つ
い
て
の
知
識
や
、

育
て
て
い
る
人
の
思
い
を
聞
き
、
新
た

な
疑
問
が
出
て
き
て
更
に
調
べ
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
乳
牛
を
実

際
に
育
て
て
い
る
酪
農
家
を
見
て
み
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
生
ま
れ
、
大
井

牧
場
に
見
学
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
牧
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
牛
っ
て
こ
ん
な
に
大
き
い
ん
だ
」「
餌

は
牧
草
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
な
ど
素

直
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事

前
に
作
っ
た
質
問
に
大
井
さ
ん
が
回
答

し
て
く
だ
さ
る
と
き
は
、
集
中
し
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
井
さ

ん
の
話
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
知

識
が
更
に
深
ま
り
、
考
え
方
も
変
化
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
ど
う
生
き
る
科
で

の
学
習
は
続
き
ま
す
が
、
自
分
や
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
と

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
問
題
解
決
力
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

平光先生のお話大井牧場・大井さんのお話

「牛にどうやってカルシウムをあげていますか」

　岐阜県・長良川の堤防沿いにある大井牧場へやってきた岐阜大

学教育学部附属小中学校の5年生から鋭い質問が出ました。

「たしかに牛乳＝カルシウムというイメージはありますよね。なか

なか鋭い。これを小学５年生にわかりやすく説明するにはどうした

らいいだろうと悩みました（笑）」。大井さんは「カルシウムが含ま

れた餌も与えています」と、飼料の袋を指さしながら説明しました。

子どもたちは、大井さんの方を向いて熱心にメモを取ります。

　例年、地元の小学校を牧場に受け入れており、時には大井さ

んが小学校に出向いて搾乳体験や牛の話をする「モーモースクー

ル」を行うこともありました。大井牧場で搾られた生乳は、主に

学校給食用牛乳に使用されており、子どもたちに牛のことを知っ

てもらい牛乳をおいしく飲んでもらいたいという思いから活動を

続けてきました。昨年はコロナ禍の影響でいっさいの酪農体験が

できませんでしたが、今年はなんとか子どもたちに牛に触れる機会

を提供したいと、対策を徹底して同校の受け入れを実施すること

になりました。

　牧場にやってきた子どもたちは、好奇心いっぱいに牛に近寄っ

ていきます。「牛を最初に見たときの反応ですが、小学校5年生

はやはり落ち着いていましたね。

1、2年生くらいの子

の場合は、『いたぞ！』といきなり走っていっても、牛の大きさに圧

倒されて後ずさりするんです。今日の5年生の子たちは『もう少し

後ろに』と注意しなければいけないくらい牛と距離を詰めていて、

それほど怖がってはいないようでした」と大井さん。

　大井牧場では、近隣の稲作農家に堆肥を提供し、牛の飼料と

して稲わらを購入しています。国産の牧草、WCS(稲を発酵させ

てつくる飼料)や飼料用米のほか、ニンジンやゴボウ等のカット野

菜クズの食品残さも活用しています。「飼料用米は、消化があま

りよくなく利用率が低いという課題がありますが、うまく活用出来

れば国土を守ることにもつながります」と大井さん。

　子どもたちは大井さんの話を集中して聞き、熱心に質問してい

ました。大井さんは子どもたちに話をするとき、相手にきちんと伝

わるかを考えながら話しているそうです。「私は教育者ではありま

せんが、子どもたちになるべくわかりやすい説明を心がけるとともに、

酪農に関して間違った情報を伝えないように気を付けています。

酪農教育ファームファシリテーターとして研修を受け、他の酪農

家と情報交換をすることが、自分だけの知識や考えに偏らず、正

しい知識を伝えるのに役立っていると思います。将来、子どもた

ちには酪農の良き理解者になってもらいたいですね。コロナ対策

をしっかりと行いながら、これからも活動を続けていきたいです」

「わー！ニンジンだー！」と、子どもたちはニン
ジンの食品残さに興味津々。 牛に驚いた後
は、大井さんの説明に聞き入ります。 

コロナ禍でも可能な限り
子どもたちに酪農体験の機会を

大井 幸男さん

1子どもたちが出した数々の「問い」。 2 大井さんの話に耳を傾け一生懸命メモを取る子どもたち。3 引率する平光先生。体験学習は毎年数回行っているが、今年度は初め
ての実施だとのこと。

探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
平
光
先
生
に
、

ど
う
生
き
る
科
と
酪
農
体
験
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

カルシ
ウムも

食物繊
維も

カルシ
ウムも

食物繊
維も

バラン
ス良く

与えま
す

バラン
ス良く

与えま
す

岐阜県羽島市桑原町 大井牧場経営主
家族4人と従業員2人で、経産牛70頭と育成
牛120頭を飼養する。酪農教育ファーム東海
地域推進委員会委員長

大井  幸
ゆき

男
お

さん

1

2

3

5年1組担任   平
ひら

光
みつ

 良
りょう

平
へい

先生
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持続可能な食を支える
食育の推進

農林水産省は令和3年6月30日（水）、オンラインにて「食育月間セミナー」を開催しました。
「持続可能な食を支える食育の推進」をテーマに、3名の農業者による先進事例の発表と

パネルディスカッションが行われました。

（
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
）
の
近
藤

剛
さ
ん
は
、
１
０
０
校
以
上
の
小
中
学

校
の
学
校
給
食
に
東
京
産
野
菜
を
提
供

し
て
お
り
、
自
身
が
行
う
食
育
や
農
福

連
携
・
後
継
者
育
成
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
２
人
目
の
登
壇
者
、
フ
ァ
ー
ム
・
イ

ン
さ
ぎ
山
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
の

萩
原
さ
と
み
さ
ん
は
、
教
育
フ
ァ
ー
ム

25
年
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
年
間

６
０
０
０
人
を
農
業
体
験
に
受
け
入
れ

て
お
り
、
Ｓ
N
S
を
活
用
し
た
発
信
や

循
環
型
農
業
の
実
践
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
３
人
目
の
登
壇
者
、
吉
田
牧

場
（
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
）
の
吉

田
恭
寛
さ
ん
は
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
に
つ
い
て
発
表
。
酪
農
教
育
フ
ァ

ー
ム
活
動
の
概
要
・
認
証
制
度
の
仕
組

み
と
、
自
身
が
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
酪
農
体
験
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
な
お
、
吉
田

さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
感
動
通
信

Vo
l.
62
（
２
０
２
１
年
3
月
31
日
発

行
）
に
て
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

酪
農
体
験
を
な
ん
と
か
継
続
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
良
く
な
っ

て
い
く
も
の
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
で
き
な
い
他
の
酪

農
家
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
吉
田

さ
ん
。

　

清
水
参
事
官
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
経

験
し
た
こ
と
を
活
か
し
、
コ
ロ
ナ
後
は
、

ぜ
ひ
現
地
に
行
っ
て
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
視
聴
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
先
進
事
例
の
発
表
後
は
、
発
表
者
３

名
が
引
き
続
き
登
壇
し
、
農
林
水
産
省

消
費
・
安
全
局
の
清
水
正
雄
参
事
官
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
新
た
な
日
常

に
お
け
る
食
育
体
験
や
オ
ン
ラ
イ
ン
体

験
の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
か
ら
は
、
ま
ず
自
分
が
ど
の

よ
う
な
環
境
負
荷
を
出
し
て
い
る
か
を

知
る
と
と
も
に
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

を
考
慮
し
て
地
産
地
消
な
ど
環
境
負
荷

低
減
へ
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
持

続
可
能
な
農
業
に
繋
が
る
の
で
は
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
人
を
集
め
る
こ
と
が
難
し
い
中
、

近
藤
さ
ん
は
オ
ン
ラ
イ
ン
農
業
体
験
を

実
施
し
た
そ
う
で
、
参
加
者
か
ら
「
普

段
食
べ
て
い
る
野
菜
が
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
、
見
方
が
変

わ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
農
業
体
験
は
、
参

加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

難
し
い
点
も
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
活

用
し
て
い
く
予
定
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
、「
自
身
が
行
っ
て
い
る

安
全
・
安
心
を
追
求
し
た
有
機
農
業
を

通
し
て
自
然
と
共
生
す
る
こ
と
こ
そ
、

本
当
に
持
続
可
能
な
農
業
だ
と
感
じ
て

い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
萩
原
さ
ん
は

三
密
を
避
け
る
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
行

い
な
が
ら
田
ん
ぼ
体
験
を
行
い
、「
農
家

の
ま
わ
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

る
」
こ
と
を
伝
え
る
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
味
噌
づ
く
り
体
験
や
、
藁
に
よ
る

七
夕
馬
づ
く
り
体
験
、
You
Tu
be

に
よ
る
「
農
の
あ
る
暮
ら
し
」
の
配
信

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農

業
体
験
を
通
じ
て
、
人
と
繋
が
り
感
謝

の
心
を
育
む
「
居
場
所
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
を
通
し
て
、「
生
乳
が
現
場
で
ど
の

よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
か
、
消
費
者

に
見
て
も
ら
う
こ
と
」、
そ
し
て
「
正

し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
」
が

重
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
酪

農
は
人
が
食
用
利
用
で
き
な
い
草
な
ど

の
資
源
を
食
料
に
変
え
、
飼
料
、
家
畜
、

堆
肥
と
い
う
循
環
型
の
サ
イ
ク
ル
の
基

軸
と
な
っ
て
お
り
、「
調
和
の
と
れ
た
農

業
」
で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
わ
か
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
語
り
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
じ
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン

酪
農
体
験
で
す
が
、
特
に
I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）
に
詳
し
か
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
い
の

ち
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
、

　
例
年
、
食
育
月
間
の
６
月
に
行
わ
れ

て
い
る
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
初
め
て

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
約
２
０

０
人
が
参
加
（
視
聴
）
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
う
３
名
の
農
業
者
に
よ
り
事
例
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
人
目
の
登
壇
者
、
近
藤
フ
ァ
ー
ム

農林水産省消費・安全局近藤ファーム
（東京都西多摩郡瑞穂町）

ファーム・インさぎ山
（埼玉県さいたま市）

吉田牧場
（埼玉県秩父郡小鹿野町）

清水 正雄参事官近藤 剛
ごう

氏萩
はぎ

原
わら

 さとみ氏吉田 恭
やす

寛
ひろ

氏

３
名
の
農
業
者
に
よ
る

先
進
事
例
発
表

オンラインでのやりとりの
際に使用したジンバル。
「こういったものもあると
便利です」と吉田さん。 

オンラインの授業体験前に等身大の牛のパネルな
どを教材として送り、牛の存在が実感できるように
工夫しました。

パネルディスカッションでは、オンラインをリアルな体験につなげてほしいとい
う意見が多く聞かれた。

食育を広く多くの企業や地域等に普及することを目的に農林水産省が
立ち上げたプラットフォーム「全国食育推進ネットワーク」（愛称「みん
なの食育」）では、現在、会員を募集しています。

コロナが収束したら、子どもたちに

牧場体験に来てほしいですね

このような画面でセミナーを

実施しました！

全国食育推進ネットワーク

「みんなの食育」会員
募集
中

各
々
が
今
で
き
る
方
法
で

消
費
者
へ
発
信
を

全国食育推進ネットワーク 検索くわしくは

「新たな日常」でも実践！
6月食育月間

令和3年度  
食育月間
セミナー
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村
むら

田
た

 亮
りょう

先 生

　残念ながら新型コロナウイルス感染症自体の流行はまだ
まだ続いていますが、その対策として手洗いやマスク着用が
徹底された結果、インフルエンザのような他の呼吸器感染症
が激減しています。私自身も、これまで年に数回は風邪を引
いていたのですが、気が付けばこの一年間ほとんど体調を崩
していません。日々、小さな感染症予防対策を行うだけで、こ
んなに大きな効果があるのかと実感しています。
　酪農現場で特に重要視される感染症について、具体的な
伝播経路とその対策を考えてみましょう。
　牛の下痢の原因となるサルモネラは、同居牛へと簡単にう
つってしまうので、感染牛の隔離が重要です。牛舎内での感
染拡大阻止は、人の動線がカギになります。わずかな糞便か
らも感染が起こるため、人間が同じつなぎ、同じ長靴で行き
来してしまっては意味がありません。何度も着替えるのが現
実的でない場合は、感染個体への接触作業を最後にすると
いった工夫を心がけましょう。これは乳房炎にかかった牛を
搾乳するときにも、みなさん実践されていることかと思います。
同様に、見学者の動線もキレイなゾーンからスタートして、よ
り汚染度の高いゾーンへと一方通行で各種体験をしてもら
うことで様々な病原体の伝播コントロールにつながります。
　一方、体験者への感染が心配なのがO-157です。O-157は、

神奈川県横浜市出身。平成12年～平成18年 酪農学園大学で主に乳牛の細菌病を
研究、平成18年～平成22年 北海道大学（獣医学研究科 公衆衛生学教室）でウエ
ストナイル熱や日本脳炎を研究、平成22年～平成26年 東京農業大学（畜産学科 
家畜衛生学研究室）で家畜の伝染病研究を経て、平成26年より現職。

牛に対しては病原性を示さない大腸菌ですが、人に感染し
てしまうと激しい出血性腸炎を引き起こします。偶発的に牛
の糞便が口に入ることがないように、体験中の飲食や乳児の
おしゃぶりなどは控えてもらいましょう。牛舎から出た際に入
念な手洗いをすることはもちろん、手指に付着した汚れが口
元に触れることを防ぐ意味でマスクの着用も有効です。
　口蹄疫は人にはほとんど感染しませんが、牛や豚が感染す
ると著しい生産性の低下を招きます。原因となるウイルスは
人や物に付着したり、場合によっては風に乗って運ばれてく
ることもあるのでやっかいです。風が吹くのを止めることはで
きませんが、農場を出入りする車両の消毒、靴底の消毒は徹
底されているか改めて確認しましょう。見学者に悪気はなく
ても、同じ日に複数の農場に出入りすることはタブーと知ら
ずに来場している可能性があります。感染症の伝播につなが
る行動について、事前に必ず説明することも“酪農教育”です。
海外からの来場者にも、来日後一定の期間（飼養衛生管
理基準では1週間）は農場には立ち入れないことを伝え
ましょう。
　このように、いずれの感染症においても、現場での少しの
心掛け、習慣づけで十分な効果が得られることがお分かりい
ただけたかと思います。

酪農学園大学 獣医学群 獣医学類 獣医細菌学ユニット 講師

・安 防 講
衛 疫 座全
生
・

村田先生の

感 染 症 の 伝 播 経 路を 遮 断しよう
今月のテーマ

日々、小さな感染症予防対策を行うだけで、大きな効果が！

2vol.

次回は、消毒剤
について詳しく
ご説明します！

次回予告

　

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
は
、
3
年
に
1
回
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
の
受
講
に
よ
り
認
証
を
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
3
年
度

は
Z
o
o
m
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

9
月
7
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
研
修

会
で
は
全
国
か
ら
24
名
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
が
参
加
。
主
催
者
挨
拶
と
最
近

の
酪
農
を
め
ぐ
る
情
勢
説
明
の
後
、
愛

知
県
学
校
給
食
牛
乳
協
会
事
務
局
長
の

木
島
秀
雄
氏
が
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
に
お
け
る
安
全
・
衛
生
・
防
疫
対

策
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。　

　

令
和
2
年
に
は
家
畜
伝
染
病
予
防
法

改
正
に
伴
い
飼
養
衛
生
管
理
基
準
が
改

正
さ
れ
、
衛
生
管
理
者
の
設
置
や
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
体
験
受

け
入
れ
を
再
開
す
る
際
は
、
従
来
の
衛

生
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
に
加
え
「
飛

沫
感
染
を
防
ぐ
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、

ま
た
少
人
数
に
分
け
て
活
動
す
る
な
ど
、

牧
場
の
規
模
や
配
置
を
考
慮
し
な
が
ら

安
全
・
衛
生
・

防
疫
対
策
の
再
確
認
と

ファシ
リ
テ
ー
ション
ス
キ
ル
の
向
上

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
木
島
氏
は

注
意
を
促
し
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
が

激
し
い
時
代
に
、
既
存
の
知
識
を
定
期

的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
牛

と
人
、
双
方
に
安
全
な
活
動
に
つ
な
が

る
と
実
感
で
き
る
講
演
で
し
た
。

　

午
後
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
す
。
N
P
O
法
人
い
ぶ
り
自
然

学
校
代
表
理
事
の
上う

え

田だ

融
と
お
る

氏
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
牧
場
や

学
校
に
お
け
る
対
面
で
の
活
動
が
困
難

に
な
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
「
話
し
合
い
」
の
ス
キ
ル
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
は
、
子
ど
も
た
ち
が
牛
と

ふ
れ
あ
う
、
牧
場
を
訪
問
す
る
と
い
っ

た
体
験
を
学
び
に
変
え
る
カ
ギ
と
な
る

活
動
で
す
。
参
加
者
は
少
人
数
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
あ
る
テ
ー
マ
で
、
メ

ン
バ
ー
が
多
様
な
意
見
や
持
論
を
持
ち

な
が
ら
も
一
つ
の
決
定
を
促
す
「
合
意

形
成
」
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
に
話
し
合
わ
せ
た
い
テ
ー

マ
を
各
々
が
提
案
。「
牛
乳
と
給
食
」「
牛

の
に
お
い
」「
牛
の
一
生
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
意
識
に
合
わ
せ
た
今
後
の

活
動
へ
の
ヒ
ン
ト
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

スキ ル アップ 研 修 会 レ ポ ート

い ま 、ファシリテ ーター に で きること
コ ロ ナ に 負 け な い 学 び を！

コロナ禍のため、昨年度は休止となっていた「スキルアップ研修会」。今年度は全日程をオンラインで
開催することとなり、9月7日に第1回目が行われました。11月まで計8回開催予定です。

初のオンライン開催 !

事前説明1 事前の対策 事後の対策2 4酪農体験3

手洗い・靴底の消毒 出来ていますか？

感染症
を　

持ち出
さない

ワークショップ中、講師の問いかけにジェスチャーでコミュニケーションをとる参加者
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